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目の前で見るよりも分かりやすく説明した
動画コンテンツ

　この授業は、総合機械工学科の 1 年生向けの専門必修科目であり、
2020 年度春学期は 141 名が履修した。シンプルなロボットを作る実習
を通して電気や機械システムの基礎を学んでいくこの授業では、従来は 3
人でチームを組み実習を行うという形で進めていた。
　オンライン環境では、実際の回路や製作過程を直接見ることができな
いうえ、教員や友人にエラーや勘違いを正してもらう機会も失われてし
まう。それを解決するために採用したのは、説明用の動画コンテンツと、
ZOOM のアウトブレイクルームでの共同演習やディスカッション、および
ZOOM の投票機能を使ったアンケート、複数のチャンネルによる質問な
どへの個別対応だ。
　履修生は大学に入ったばかりの 1 年生であることを考慮し、動画作成
は基礎知識がなくても分かりやすいことにこだわった。回路を製作してい
る過程や実際に動作している様子を撮影した映像に、文章による説明も
重ねて表示。教場で直接見る場合は、実物と手元の講義資料を交互に見
る必要があったが、動画ではひとつの画面にまとめているので視線の移
動がなく、目の前で見るよりも分かりやすくなっているという。視点を変
えていろいろな角度から見られるようカメラワークも工夫した。

手厚い質問サポートや毎週のフィードバックで
きめ細かに対応

　ZOOM を使ったリアルタイムの授業では、まず ZOOM の投票機能や
Moodle の小テスト機能を使って前回の授業や課題の理解度を確認する。
自動採点機能で結果がすぐに分かるため、理解の足りない部分の補足を
続くライブ講義に反映できる。講義資料は穴埋め式で用意し、記入しな
がら聞くことで受動的に聞くだけにならないよう工夫した。
講義後は全体での質疑応答を経て、グループに分かれて課題の実験やレ
ポートについて話し合いながら共同で取り組む。教員や TA はそれぞれの
ブレイクアウトルームを見て回り、質問などに対応する。これにより、教
場で行われていたような教員と学生、あるいは学生同士の相談の場を再
現することができた。
　質問は、このブレイクアウトルームのほかにも、ライブ講義中のチャット、
メール、Moodle のフォーラムでも受け付けるなど、手厚くサポートした。
複数のチャンネルを用意したことで、気軽にちょっと聞きたいことはブレ
イクアウトルームで聞く、熟慮した上で出てきた疑問はメールを使うなど、
学生は使い分けて活用していたという。
　レポート課題は毎回授業終了後に Moodleで提出。採点するだけでなく、
レポートの書き方の改善点や誤った理解の修正について、TAからフィードバッ

クをしてもらった。従来はラボノートとして学期の最後に提出してもらってい
たものをこの形に変えたが、毎回の提出とフィードバックによって、学生の理
解が間違った方向に進まないようこまめに修正できるという効果があった。
　こうしたオンラインでの授業と並行して、補講として履修生全員に自作
用の回路キットを個別に送付したのも、例年にはない取り組みだった。教
場での実習では教室にある機材を 3 人1 組で使っていたが、今回は個人
の所有物として授業終了後もずっと使用できるようにし、質問も随時受け
付けるなどアフターフォローもしっかり行った。出来上がった回路は、ひ
とつ持っていれば 4 年間さまざまな用途に利用できるものであり、学生
にもとても喜ばれたという。

全コンテンツを Moodle に収録。不安を解消する
と同時に、繰り返し学習で成績も向上

　1 年生が対象ということもあり、学生の不安解消にはさまざまな配慮を
行った。
　たとえば、ZOOM の投票機能などを使い毎回アンケートを実施し、授
業の理解度や意見を尋ね、授業を改善していくよう努めた。
グループワークでは、5,6 名ずつで構成したメンバーを毎回固定とした。
入学してもキャンパスに来られない状況でも、友人関係を築いてほしいと
いう思いがあったからだ。実際に「この授業が友人をつくるきっかけになっ
た」というコメントも見られたという。
　グループワークでは互いの顔が分かるようオンにしたカメラを、ZOOM
のライブ講義ではオフにさせた上で録画をし、Moodle 上でも公開した。
IT 環境などによって ZOOM にうまく接続できなくても学生が負い目を感
じないようにとの配慮だ。Moodle 上には講義資料や動画も揃っており、
最低限 Moodle にさえアクセスできれば授業が受けられるという体制を
整えて不安に対応した。出席はレポート課題の提出でカウントし、ZOOM
の授業への参加は任意にしたにもかかわらず、結果的にはほぼ全員が毎
回受講していた。
　授業のコンテンツをすべて Moodle に置いておいたことは、「繰り返し学
習ができてよかった」という声が想定以上に多く聞かれるなど、学習意欲
や理解度の向上にもつながり、小テストの平均点も 20 ～ 30％アップした。
　実習授業ということもあり、従来は理論の部分がやや手薄になりがちと
も感じていたという。今回のオンライン授業ではそれをしっかり学ばせる
ことができ、大きな学習効果があったというのが、担当教員共通の実感だ。
　今回の経験を通して、理論学習や予習において、オンラインは非常に
使いやすいという感触を得た。今後対面授業が復活した場合も、それと
組み合わせる形にすることで、140 人をいくつかに分散登校させれば、よ
り濃密な実習授業が行えるのではないかなど、新しい授業形式を模索す
るきっかけにもなったという。

「学生を置いてきぼりにしない」手厚
いサポートと、繰り返し学習用コン
テンツの充実で理論の理解度も向上
実習を伴う授業をいかにオンラインで実現するか。その課題に正面から取り組
んだのがこの事例だ。キットの送付に加え、対面授業よりも分かりやすいことを
目指した動画コンテンツを作成し、ZOOM のアウトブレイクルームの活用によ
り学生同士や教員とのコミュニケーションの場を構築するなど、従来よりもきめ
細かな指導の結果、学生の意欲や理解度はむしろ向上したという。
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